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　社会人、学生、高校生の代表８チームで競

う県チャンピオンシップサッカーは２月２７

日から、３月１３日までの４日間、益城町陸

上競技場などであり、初の高校勢同士の争い

となった決勝は、大津高が国府高を４－０で

破り４連覇した。

　予選リーグ３戦全勝同士の対戦は、大津高

が前半３６分、Ｕ－１７日本代表のＤＦ植田

直通のゴールで先制。その後は圧倒的にボー

ルを支配して国府高にペースを与えず、後半

に３点を加えて完勝した。３位決定戦は、Ｗ

ｅｌｌ－Ｂ熊本が熊本教員蹴友団を２－０で

下した。

　試合前に選手、関係者が東日本大震災の犠

牲者と急逝した永野光哉・県体協会長に黙と

うをささげた。

　（写真は熊本日日新聞から転載）

阿蘇の司 ビラパークホテル　株式会社 瑞恵　  NPO 法人ブレイズ熊本サッカークラブ
株式会社 昌和機械工業所　スキルアップスクール　JTB 九州熊本支店
クーバー・コーチング　おべんとうのヒライ

賛助団体会員

22 年度県チャンピオンシップ

大津 国府下し４連覇

KFAnews
熊本県サッカー協会広報誌

【大津－国府】前半３６分、ゴール前の混戦を押し込んで先制点を挙げる植田直通（中央右）＝益城町陸上競技場
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第 45 回県サッカーリーグ

１部 熊本教員団制す
2 位 Well-B 熊本・３位 スポーツの森大津

２部Ａ１部
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２部Ｂ
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後期結果
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　「第 32 回九州高等学校（U-17）サッカー大会 

（九州高等学校サッカー新人大会）」が 2 月 18 日

から２１日まで、熊本県民総合運動公園と水前寺

競技場であった。3 位決定戦では熊本代表の大津

が佐賀東（佐賀）に PK 戦の末破れ、惜しくも４

位なった。

　大津は秀岳館とともに熊本代表として出場。佐

賀東との３位決定戦は、前後半ともに 0-0 で決着

がつかず PK 戦へ突入する熱戦となったが、3-2

で惜敗した。

　決勝は、鹿児島城西（鹿児島）と東海第五（福

岡）が対戦。前半 1-0、後半 3-0 の 4-0 で鹿児島

城西が勝利し、初優勝を飾った。

九州高校 U － 17（九州高校新人大会）

鹿児島城西が初優勝  大津は４位
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　新人戦の県下高校サッカー大会最終日は３０

日、県民総合運動公園陸上競技場で決勝を行い、

秀岳館が、２年ぶりの頂点を狙った大津を１－０

で下し優勝した。

　秀岳館は後半５分、右サイドを突破したＦＷパ

ブロ・ヤン・フェレイラのクロスから出たこぼれ

球を、ゴール右に走り込んだＭＦ松永亮がダイレ

クトで決めて先制。その後はＧＫ姜大熊を軸とし

た守備陣がゴール前の争いを制し、虎の子の１点

を守りきった。３位決定戦は前半３５分にＭＦ富

崎大貴のシュートで先取点を挙げた国府が１－０

で鎮西を下した。（熊本日日新聞から転載）

県下高校サッカー

秀岳館 大津を完封し優勝

この広報紙は、

スポーツ振興くじ助成金を受けて

実施しています

Category

２
高校
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　第２４回九州中学校（Ｕ－１４）サッカー大会

最終日は 3 月２８日、大津町運動公園で準決勝

と決勝を行い、県勢の京陵は準決勝で田主丸（福

岡）に０－５で敗れ３位だった。決勝で田主丸を

１－０で下した国分（鹿児島）が優勝した。

Category

３
中学 ･ クラブ

Category

１
学生

アンサーインターナショナルカップ

熊本学園大が頂点に

第 24 回九州中学校（U － 14）

京陵が３位

得点王：高谷翔（学園大）６点　アシスト王：春野正成（県立大）３アシスト
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Category

４
小学 ･ クラブ

　2 月 19 日開幕の「第 9 回スポーツハヤカワカッ

プ　第 32 回熊本県少年サッカー新人大会（田嶋

杯）」は、同 26 日、27 日、小川観音山グランド

にて、1 次リーグを勝ち抜いた 16 チームによる

決勝トーナメントがあった。

決勝は、バレイアサッカークラブ U-12 とソレッ

ソ熊本フォルツァが対戦。1-0 で勝利したソレッ

ソフォルツァの優勝で幕を閉じた。

少年新人大会

ソレッソ熊本フォルツァが栄冠

九州クラブユース（Ｕ－ 14）　決勝トーナメント

県勢は４強に進めず
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Category

５
女子

　第 29 回熊本県女子サッカー総合選手権が 2 月

１１―１３日の 3 日間、益城町総合運動公園で

あり、ルネサンス熊本が決勝で MELSA 熊本 FC

アマールを下し優勝した。

　県内から 10 チームが出場。トーナメントを

勝ち進んだルネサンスは、スーパーシードの

MELSA と対戦。前半は共に惜しい場面がありな

がら無得点。後半５分、ルネサンスが先制するも、

MELSA が同１５分に追いつく緊迫した展開に。

同３４分にＣＫからのこぼれたところをルネサン

スが確実に決め決勝点。接戦を制した。

　優勝したルネサンスと MELSA は、5 月に長崎

県で開催の九州大会に出場する。

県女子総合選手権

ルネサンス接戦制す

県地域選抜少年（５年生の部）

宇城市トレセン V
　３月５、６の両日、八代市の県営八代運動公園グラウンドで、「第

１４回塚野杯・熊本県地域選抜少年サッカー大会（５年生の部）」

があった。

この大会は県内１６地域でトレセン選抜チームを編成。決勝トー

ナメント、フレンドリーマッチを含め、各チーム４試合ずつを戦っ

た。日ごろ、所属しているチームのメンバーやコーチではなく、

異なる環境の中でお互いの友好を深め、さらに技術の向上を図る

ことを狙いとしている。

　決勝トーナメントの結果、宇城市トレセンが優勝。準優勝に熊

本西トレセン、３位に上益城トレセンが入った。大会実施に当たっ

ては、会場準備など八代市サッカー協会の協力を仰いだ。　

（文責・４種委員会　鶴崎琢也）

◆結果

　優勝：宇城市トレセン

　準優勝：熊本西トレセン

　第 3 位：上益城トレセン
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Senior
シニア

郡市協会 　３月４日、芦北町の味富家で芦北町協会訪問会

議を開いた。

　熊本県サッカー協会から北岡専務理事、松崎理

事、宮本理事、光永氏（ビーチサッカー担当）が

出席。芦北町協会からも元山会長はじめ１０名が

参加した。

　今年芦北町（御立岬）で開催予定の全国ビーチ

サッカー大会や水俣芦北開催の県民体育祭につい

て協議。県協会や町協会の役割、在り方等につい

て活発な意見交換があり、有意義な会議となった。

　会議の後は、県協会、町協会の懇親を深めた。

　第３回熊本市サッカー協会長

杯（Ｏ－ 50）サッカー大会が３

月１３日、北熊本自衛隊グラン

ドで６チームが参加してあり、ラ

ンザ・ミノタウロスが優勝した。

同協会主催。

　３チームずつの２パートに分

かれリーグ戦を戦い、各パート

１位のランザ・ミノタウロスと自衛隊・県庁で決

勝を行った。

　決勝は開始早々に県庁・自衛隊が先制したもの

の、ランザ・ミノタウロスが逆転。４－２で熱戦

を制した。

第３回熊本市サッカー協会長杯（Ｏ－５０）

ランザ・ミノタウロス V

 芦北町協会訪問会議を開催

　２月 11 日～ 13 日、福島県

の J ヴィレッジで「全国ガール

ズ 8（U-12）サッカーフェスティ

バル　～第 7 回 J ヴィレッジ

なでしこカップ～」があり、熊

本県からは FCK MARRY GOLD 

KUMAMOTO レ デ ィ ー ス が 出

場した。

　MARRY GOLD は、予選リー

グを 2 勝 1 敗で 1 位通過。最

終日の 1 位トーナメントでは、

初戦で敗れはしたものの敗者

トーナメントを勝ち進み、結果

32 チーム中 6 位の成績を収め

た。

全国ガールズ８（U-12）サッカーフェスティバル

FCK MARRY GOLD KUMAMOTO　健闘の６位
Category

５
女子
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Futsal
フットサル

第 14 回 熊本県フットサルリーグが平成 22 年 6

月20日から松島総合センターアロマを皮切りに、

平成 23 年 3 月 21 日まで県内各地で開催された。

1 部 6 チーム、2 部に 12 チームが参加して争われ、

1 部はエゴイスタが優勝した。

この結果、1 部 6 位の INSULANO が 2 部へ降格。

2 部 で 優 勝 し た Bianca K.S.M と 2 位 の FREE　

STYLE が 1 部へ昇格した。

第 15 回 熊本県フットサルリーグは 5 月 15 日か

ら1部8チーム、2部10チームで開催される予定。

県リーグ
１部・エゴイスタが制覇

Referee
審判

　平成２３年 1 月 30 日、熊本県民総合運動公園

陸上競技場内会議場で、ユース審判員を対象とし

た研修会があり、熊本工業高校サッカー部の生徒

など１１名が参加した。

　将来のトップレフェリー育成の一環。定期的に

講習会と宿泊研修会を開催し、審判活動を通じて

サッカーへの理解を深めると共に、人間性の向上

を図っていく狙い。特に優れた審判員は全国大会

などへも派遣する。

　また、ユース、ジュニアユースのリーグ戦への

参加を継続。一層の資質向上を目指し、技術指導

や連携強化を進める。

ユース審判員研修会を開催
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Coach
技術

　3 月 20 日、益城町交流情報センターと益城町

総合運動公園（人工芝グラウンド）で平成 22 年

度最後の公認 C 級コーチリフレッシュ研修会が

あった。

　午前中は JFA アカデミー熊本宇城 U-13 監督の

瀧上知巳氏がレクチャー。今回のテーマである

「2010 南アフリカ W 杯の分析」の映像を用いて、

育成でやるべき事をわかりやすく参加者に伝え

た。

　午後からの実技は、同じく JFA アカデミー熊

本宇城 U-14 監督の須藤茂光氏が、雨の降りしき

る中「守備」をテーマにトレーニングを行った。

　ボールを奪う事から、集団で守る事の意識づけ

までを一連の流れで行い、動きについて参加者か

ら多くの質問が挙げられ、非常に活気のあるセッ

ションとなった。

　常に学ぶ姿勢を失わず、選手育成に情熱を持っ

ているコーチ達こそ、熊本のサッカーを支えてい

るとあらためて感じた。

　2 月 3 日（木）朝 9 時から 12 時まで、熊本

YMCA 学院にて「公認キッズリーダー養成講習会」

を開催した。

　受講者は、熊本 YMCA 学院児童福祉教育科 1

年生の 27 名。

　講義は、永尾健次氏による「子どもへの接し方」

などを中心に、子どもたちが最初に出会う指導者

の大切さについて学んだ。その中で、子どもから

見て『良いコーチ、良い大人とはどんな人？』の

問い掛けには、「褒めてくれる人・認めてくれる人・

笑顔の人・たまには叱ってくれる人・・・」など

受講生から多数の回答が挙げられた。

　また、実技では、永尾健次氏・松嶋純也氏によ

る「鬼ごっこ」や「ボール遊び」を実施した。3 

グループに分かれ、各グループで 1 つの遊びを

考えてもらい、まとめたものを発表し実践する形

式だったが、あるグループでは『鬼の人は「カニ

さん」になって追いかけて、逃げる人は「エビさ

ん」になって逃げてください。』など子どもが興

味を引くような身近なもので表現し、見ている人

も楽しめるものだった。永尾氏はアイデア次第で

は何通りもの遊びが出来ることや道具を使わなく

ても出来る遊びもたくさんあることを伝え「子ど

もたちに合った遊びをたくさん考えてください。」

とエールをおくり講習会を終えた。

公認 C 級コーチリフレッシュ研修会

公認キッズリーダー養成講習会
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Kids
キッズプロジェクト

　2 月 26、27 日、佐賀県吉野ヶ里歴史公園で「JFA

キッズエリートプログラム（U-9・10）三県（佐

賀・長崎・熊本）サッカー交流会」が開催され、

熊本県からは、U-9：21 名・U-10：18 名の合計

39 名が参加した。

　毎年恒例となったこの交流会では、各県各年代

を 2 チームにわけ、7 人制で試合を行った。試合

の合間には、クーバー・コーチング・ジャパンに

よるクリニックがあり、それぞれの年代が三県合

同でトレーニングした。

　他県の子どもたちと一緒にトレーニングが出来

たことはよい刺激になったようで、トレーニング

で学んだことを早速試合でチャレンジしていたよ

うだ。

　今回はサッカー以外の体験として、26 日（土）

の午後から吉野ヶ里歴史公園内でまが玉作りを

行った。四角い石を丸く削る作業に苦戦していた

ようだが、それぞれが個性ある素敵なまが玉を完

成させていた。

　また今回の交流会のテーマは、友達の名前を覚

えること。同じ年代はもちろん、違う年代や他県

の友達にもたくさん話しかけ、一生懸命名前を覚

える姿が印象的だった。

　食事面においては、U-10 は 3 回目の交流会と

いうこともあり、食べることや後片付けも含め前

回と比べてとても成長していた。

　U-9 は初めての交流会ということで、残さず食

べることに苦戦する子もいたが、食事もトレーニ

ングの一環として一生懸命取り組んでいた。

　今回学んだことを吸収し、チームや家庭に戻っ

てからも生かして欲しいと思う。

　22 年度下期のキッズエリート定期トレーニン

グを、１０月から２３年２月まで延べ６回、宇城

市立ふれあいスポーツセンターを中心に開催し

た。

　U-10 の部は、クーバー・コーチング・ジャパ

ンの指導者が担当。個のスキルアップを目指し、

基礎技術の習得に加え、よりよい

判断ができるよう１対１で積極的

に仕掛けることなど、毎回テーマ

を決めて１１４人がトレーニング

に励んだ。

　U-9 の部は、巻フットサルセン

ターカベッサ熊本の指導者により、

基礎技術の習得を中心にした内容。

ボールを失わない、数的優位のつ

くり方、スペースをつくる動きな

どのテーマに、９２人が参加した。

　また、JFA アカデミー熊本宇城

スタッフの協力により、保護者を

対象にした講習会を開催。

①「食育講座」スポーツ選手にとっ

ての『食』、ジュニア期の『食』の意味と、大人

が子どもに伝えるべきことについて

②「ストレッチ講座」成長期の子どもと大人に必

要なストレッチ

の２テーマに５２人が参加した。子どもに負けま

いと、熱心に受講する保護者の姿が印象的だった。

 JFA キッズエリートプログラム

キッズエリート

6 回の定期トレーニング開催

<U-9>

<U-10>

< 保護者向け講座>
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理事 武田昭二（キッズプロジェクトリーダー）、理事 河野忍（強化委員長）、理事 園田建三（ねんりんピック担当）、理事 印南静
男（１種委員会社会人部会）、理事 野田秋夫（１種委員会学生部会長）、理事 渕田邦彦（１種委員会学生部会）、理事 佐藤良広（２
種委員会高校部会長）、理事 池田政秀（３種委員会中学部会長）、理事 原弘明（３種委員会クラブ担当）、理事 御厨眞（４種委員長）、
理事 宮﨑雄二（４種委員会）、理事 荒川光夫（女子委員長）、理事 山本武道（シニア委員長）、監事 緒方史郎、監事 中山重臣

東北地方太平洋沖地震で被災された方々へ心からお見舞い申し上げますとともに、
亡くなられた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

また、行方不明となっている方々の一刻も早い安否確認と、被災された方への迅速な支援、
被災地域の 1 日も早い復興を心からお祈りいたします。

キャンプ
　2 月 7 日から１１日まで、熊本県民総合運動公

園、大津町運動公園でジェフユナイテッド千葉の熊

本キャンプがあった。チームは石垣・沖縄キャンプ

を経て、3 月の開幕に向け熊本での最終調整を行い

GK 櫛野選手（大津高出）や MF 藤田選手（前ロアッ

ソ熊本）らが軽快な動きでトレーニングに汗を流し

た。5 月には水前寺競技場でロアッソ熊本との対戦

もあり、熊本のサッカーファンにとっては楽しみな

1 戦となりそうだ。

　また、韓国の K リーグ・全南（チョンナム）ド

ラゴンズと大邱（テグ）FC が熊本県民総合運動公

園などでキャンプ。大津運動公園ではコンサドーレ

札幌が熊本キャンプを実施した。

　今年度の目玉として、日本高校選抜の監督として

大津高校の平岡和徳氏がチームを率いて２月 11 日

から 13 日まで大津運動公園球技場で最終選考を兼

ねた合宿を実施。ドイツのデュッセルドルフ国際

ユース大会に出場するメンバー１８人には、大津高

のＤＦ藤本貴士とＭＦ車屋紳太郎が選ばれた。
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